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平成14年9月中間期業績予想の修正について

平成14年5月23日に決算短信において公表しました平成14年9月中間期業績予想を下記の通り修正しますのでご連絡いたし

ます。

記

1. 中間期業績予想の修正

（1）連結業績（平成14年4月1日〜平成14年9月30日）（単位：億円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回予想 10,400 200 150 50

今回予想 10,200 110 90 20

前回予想との差異 (×)200 (×)90 (×)60 (×)30

（2）個別業績（平成14年4月1日〜平成14年9月30日）（単位：億円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回予想 7,600 120 70 20

今回予想 7,500 65 30 0

前回予想との差異 (×)100 (×)55 (×)40 (×)20

2. 前回予想に対する変動要因等

1. 連結業績

売上高：石油製品の販売数量減及び市況悪化を主因に200億円減収の10,200億円を見込む。

経常利益：金属事業は増益となるが、石油事業が市況悪化を主因に減益となり、電子材料事業等も減益となるため、

合計で60億円減益の90億円を見込む。

当期純利益：経常利益の減益を主因として、当期純利益は30億円減益の20億円を見込む。

2. 個別業績

売上高：石油製品の販売数量減及び市況悪化を主因に100億円減収の7,500億円を見込む。

経常利益：石油製品の市況悪化を主因に40億円減益の30億円を見込む。

当期純利益：経常利益の減益を主因として、当期純利益は20億円減益の収支ゼロを見込む。

＜参考＞前中間期業績（平成13年4月1日〜平成13年9月30日）（単位：億円）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

連結業績 10,478 183 183 74

個別業績 7,803 65 44 34

（注） 本発表後12時間が経過する時点（2002年9月14日3時00分頃）までに、本発表内容を閲覧された場合、証券取引法166条3項および同

施行令30条の規定によりインサイダー規制に関する第一次情報受領者となる可能性がありますので、十分ご注意ください。




